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さて、今度は、親子関係があるテー

ブルの更新について考えます。

「Webサービスで作るデータベース

アプリケーションの基本」で示したよ

うに、注文を示すordersテーブルとそ

の明細を示すdetailsテーブルは親子関

係になっています。

もちろんこのとき、ここまで説明し

てきたのと同様の方法で、1レコードず

つ書き換えるユーザーインターフェイ

スをとってもかまいません。

しかし注文と明細の関係だと、ひと

つひとつ明細をデータベースに逐一書

き戻すのではなく、「注文と明細」をま

とめて書き戻したいこともあります。

そこで、ここでは、図1に示すユーザ

ーインターフェイスを考えます

図1のユーザーインターフェイスで

は、注文一覧（図1の（a））の各行の右

に［明細編集］というリンクがあり、

それをクリックすると、明細の編集画

面（図1の（b））に飛べるようにしてあ

ります。

明細の編集画面では、明細を1レコ

ードずつ編集の都度データベースに書

き込むのではなく、一時的に記録して

おき、［データベースへ書き込む］ボタ

ンがクリックされたときにだけ、一気

に書き戻すようにします。

また、［編集結果を破棄して読み直す］

をクリックした場合には、現在の編集

結果を破棄して、データベースから再

度データを取り直すようにします。

このようなユーザーインターフェイ

スをとることで、ユーザーは、データ

ベースに書き戻すことなく、明細を一

度にまとめて編集することができるよ

うになります。

注文から明細のレコードを
呼び出す

誌面の都合上、注文の編集機能（図

1の（a））については、商品の編集とほ

ぼ同様なので、ここでは解説しません。

実際のコードについては、付録CD-

ROMに収録しているサンプルを参照し

てください。

なお、注文編集画面にある［明細編

集］のリンクは、次のように、URLク

親子関係のあるテーブルを
更新するための方法
一気に書き戻すか、レコード単位で書き戻すか？

大澤 文孝
OSAWA, Fumitaka

特 集FEATURE

3
そのシステムでいいの？Webサービスのススメ

Webサービスを使って業務を拡張しよう

親子関係付きテーブルの
一括書き換えVisual Basic .NET

Visual C# .NET

SQL Server 2000

Oracle 9i

Access 2002

ASP.NET

Internet Information Services

Other :

SOAP

Web Services

Technology Tools

Level

Samples

★ ★ ★ ★ ★

・この記事で取り上げたソースコードおよび
サンプルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥F01ディレクトリに収録し
ています。

¥DBCREATE
サンプルDB作成用のSQL

¥PRODUCTWEBSRV
Webサービスプロジェクト

¥PRODUCTWEBAPP
Webアプリケーションプロジェクト

¥PRODUCTWINAPP
Windowsアプリケーションプロジェクト

¥PRODUCTEXCEL
Excelワークブックプロジェクト

※サンプルの利用／実行方法については、F01ディ
レクトリのReadme.txtを参照してください。

★ ★ ★

✓

✓

✓

✓

✓



54 dotNET Magazine 2004 Sep.

エリを使って注文IDを埋め込むように

構成してあります。

<a href="Defail.aspx?id=注文ID">
明細編集

</a>

このとき、明細編集画面（Detail.aspx）

では、次のようにして、編集対象とな

っている注文IDを得ることができます
［注1］。

Dim orderid As Integer
orderid = CInt(Request.Query("id"))

では、明細編集の画面の処理を詳し

く説明していきます。

注文と明細を返す
Webサービス

明細編集の処理では、編集対象とな

っている注文IDをもつ注文の明細をデ

ータベースから取得して、DataGridコ

ントロールにデータバインディングす

る処理が必要です。

そこでまず、Webサービス側に、注

文IDを渡すと、その注文のレコードと、

子になっている明細のレコードをData

Setオブジェクトとして返すメソッドを

実装しておきます（リスト1）。

リスト1では、引数として注文IDを

受け取り、ordersテーブルに対する

SELECTクエリと、detailsテーブルに

対するSELECTクエリの2つを送信し、

その2つの結果を含めたDataSetオブジ

ェクトを返しています。

ちなみに親子関係がある場合には、

必ず、親のテーブルから先に読み込み

ます。もし子から先に読み込むと、子

が指す親がDataSetオブジェクト上に一

時的に存在しない状況が生じるので、

DataSetオブジェクト上でリレーション

シップを構成している場合（38ページ

の図7を参照）には、例外が発生します。

リスト1では、少々SELECTクエリが

長いのですが、これは、注文にはその

明細の合計金額を、明細には該当商品

の商品IDだけでなく商品名も、そして

単価×数量の小計も含めるようにして

いるためです。

合計金額の列は「total」、商品名は

「productid」、小計は「subtotal」とい

う列名とします。

これらの列は、あらかじめ、図2のよ

うに、XMLスキーマの編集画面で追加

しておきます。

この例のように、XMLスキーマに列

を追加することで、DataSetオブジェク

トに保存できる値を増やすことができ

ます。

ここでは計算した値を保存するため

に列を追加したわけですが、たとえば、

アプリケーションで一時的な値を保存
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注1）このような親子関係のテーブルを表示するユーザーインターフェイスの詳細については、PASSJの
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してください。

図1：注文編集と明細編集
（a）注文の一覧表示

（b）明細の一覧表示

［明細編集］のリンクをクリックすると、
明細一覧が表示される。

［編集］ボタンをクリックすると編集モードになる。
ただし、編集してもすぐにはデータベースを更新しない。

productname

price num comment
編集後に［データベース
へ書き込む］をクリック
したときにまとめてデー
タベースに反映させる。

注文と明細の一括取得と
Sessionオブジェクトへの格納




